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愛知県蒲郡市で確認された県内初記録となるボナパルトカモメ 
Chroicocephalus philadelphia（チドリ目カモメ科）

髙木慎介1）

First record of Bonaparte's Gull Chroicocephalus philadelphia
 (Charadriiformes: Laridae) from Aichi prefecture

Shinsuke Takagi1）

はじめに

　ボナパルトカモメ Chroicocephalus philadelphia (Ord,

1815) は，アラスカ南東部からカナダ東部にかけて繁
殖し，冬季は北及び中央アメリカの沿岸部に渡る．日
本では迷鳥 accidental visitor として，北海道東部・中部，
茨城県，千葉県，東京都，神奈川県，三重県で記録が
ある（氏原・氏原，2019；瀬古，2021；日本鳥学会，
2024）．筆者は，2024年 2月 12日及び 3月 16日に愛
知県蒲郡市で本種の第 1回冬羽を観察したため，ここ
に報告する．

観察日時・場所

　2024年 2月 12日 14時 55分～ 15時 13分に愛知県
蒲郡市春日浦海岸（34°48' 13.7'' N, 137°11' 34.7'' E 付近）
で観察した．また，2024 年 3 月 16 日 16 時 47 分に同
市竹島（34°48' 46.9'' N，137°13' 57.5'' E 付近）におい
ても観察した．

観察した環境

　春日浦海岸及び竹島周辺は遠浅海岸であり，どちら
も干潮時には砂質の干潟が広がる．双方ともに潮干狩
り場として整備されており，行楽客が多い．

観察距離

　10 ～ 50 m程度．16倍の防振双眼鏡を用いて観察し，
デジタル一眼レフカメラに焦点距離 800 mmのレンズ
を装着したもので撮影した．

種及び齢の同定

　当該個体はユリカモメ Chroicocephalus ridibundus

(Linnaeus, 1766) に外見が似ていたが，周囲のユリカモ
メよりも一回り小さく，小型カモメ類の 1種と考えら
れた．当該個体は嘴が細く黒く，尾は円尾で，小雨覆
の大部分，中雨覆及び大雨覆の一部が暗色で，翼後縁
及び尾羽先端に黒帯があり，翼下面は翼後縁を除いて
白く，足は薄いピンク色だった（第 1図）．これらの
特徴に合致する種は，世界のカモメ類でボナパルトカ
モメのみである（Olsen, 2018）．当該個体は雨覆に暗色
の羽があること，翼後縁及び尾羽先端に黒帯があるこ
とから齢は第 1回冬羽である（Olsen，2018；氏原・氏原，
2019）．
　ボナパルトカモメの類似種としては，ユリカモメ，
ズグロカモメ Saundersilarus saundersi (Swinhoe, 1871)，
ヒメカモメ Hydrocoloeus minutus (Pallas, 1776) が挙げら
れる．ユリカモメの第 1回冬羽は当該個体よりも大き
く，嘴と脚は橙黄色から橙色で，翼上面の模様はより
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薄く，初列風切下面が翼後縁以外も黒い点で異なる．
ズグロカモメの第 1回冬羽は嘴が短くて太く，翼上面
の模様はより薄く，次列風切後縁に幅広い白色帯があ
り，初列風切下面が翼後縁以外も黒い点で異なる．ヒ
メカモメの第 1回冬羽は当該個体よりも小さく，頭が
より大きく，翼がより短く，翼上面に暗色の「W」状
の模様があり，翼後縁の黒帯がない点で異なる（Olsen，
2018；氏原・氏原，2019）．

観察状況

　2024年 2月 12日に春日浦海岸で観察した際は，干
潟及び周囲の海上に一万羽程度のユリカモメ群が渡来
しており，当該個体はユリカモメとともに干潟や波打
ち際を歩きながら地面をついばんでいた．採食内容は
写真を拡大して確認しても全く見えず，微小生物を採
食していると考えられた．発見後 15分ほどで，周囲
の 10羽程度のユリカモメとともに南西方向に向かっ
て飛び立ち，以降確認できなかった．当該個体は左翼
最外側初列風切先端にわずかな欠損があった（第 1図
B）．同年 3月 16日に竹島で観察した際は，20羽程度
のユリカモメ群とともに波打ち際で歩きながら水中を
ついばむ当該個体を発見した．発見直後に観光客に飛
ばされ，以降確認できなかった．左翼最外側初列風切
先端に 2月 12日に確認したものと類似した欠損があ
り，同一個体と考えられた（第 2図）．鳴き声につい
ては，両日ともに確認できなかった．

まとめ

　本記録以前に愛知県でのボナパルトカモメの記録は
なく（氏原・氏原，2019；瀬古，2021；日本鳥学会，
2024），本記録が愛知県におけるボナパルトカモメの
初記録となる．
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蒲郡市で観察されたボナパルトカモメ第1回冬羽（2024

年 2月 12日撮影）．
A，側面（奥はユリカモメ）；B，翼上面（右下拡大図
は左翼最外側初列風切先端の拡大で，矢印は欠損部を
示す）；C，翼下面（右の個体，左はユリカモメ）．

第 1 図．  

蒲郡市で観察されたボナパルトカモメ第1回冬羽（2024

年 3月 16日撮影）．
右下拡大図は左翼最外側初列風切先端の拡大で、矢印
部分に第 1図 Bに示したものと類似の欠損がある．

第 2 図．  
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る．
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